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令和8年4月22日

診断ツール「キヅコ（KiduCO2）」のご紹介



1.開発背景/カーボンニュートラルに関する中小企業の現状

① 中小企業のカーボンニュートラル（以下、CN）に関する認知・取り組み状況を把握するため、
調査を実施。（令和7年11月～12月 帝国データバンクへ委託）

② 「詳しく知らない」「全く知らない」と回答した企業が約半数、「取り組む予定はない」
「取り組みたいが現状難しい」とする企業も7割を超えている。

③ 取り組みが進んでいない企業の約4割は、「何から始めたらよいかわからない」
「他に優先すべき経営課題がある」と回答。
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■ 調査の基本情報
1. 調査手法：WEB
2. 調査対象：中小企業（2,600件）
3. 回答数：581件（回答率22.3％） 1



2

【CNと災害対策の関係性】

https://biz-riskshindan.smrj.go.jp/

1. ツール名称
キヅコ（KiduCO₂）～リスクに気づこう、未来を築こう～
Key Navigator for reducing CO₂ emissions

2. 目的
政府が掲げる2050年CNの実現や気候変動に伴う災害の激甚化を背景に、中小企業においても
脱炭素への対応や災害リスクへの備えが経営上の重要な課題となっています。しかし、前頁に記載の通り、
関心がない、必要性がない、優先度が低いと考えている企業もいらっしゃいます。
そこで、CNに対する意識を高め、具体的な取り組みをさらに支援していくため、取り組む必要性や対応しないと
何が起こり得るかを知ってもらうためのツールを開発しました。

3. 内容
• 気候変動に着目し、緩和策としてのCN、適応策としての災害対策について、自社の取り組み状況を簡単に

チェックできる診断ツール。
• 設問は4つ（知る・測る・減らす・備える）で構成。
• 回答内容に応じて、今後事業に生じ得るリスクを表示。
• 診断結果をもとに、中小機構の専門家による相談窓口等、適切な支援施策・ツールをご案内。
→ 会社の今とこれからに“気づく”ためのチェックツールです。

2.ツールの概要

生産活動によるCO₂排出 地球温暖化・気候変動
生活・社会・経済・環境への影響
異常気象の増加や生態系破壊

CN支援
CO₂排出量の

削減

災害対策
支援

被害の回避・
軽減

・CNに係る相談・助言/
ハンズオン
・コスト削減や設備の更新、
工程改善など、経営に
役立つアドバイスの提供

中小機構の
支援

・事業継続力強化計画
（ジギョケイ）認定支援や
BCP策定、新規事業・
製品開発などのアドバイス
の提供

https://biz-riskshindan.smrj.go.jp/
https://biz-riskshindan.smrj.go.jp/
https://biz-riskshindan.smrj.go.jp/
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診断の流れ

3-1.診断画面

①TOPページ
③基本情報を入力

②ツールの構成についての説明 ④4つのステップで設問に回答

知る

測る

減らす

備える
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3-2.診断画面

⑤結果ページ
取り組み状況を診断し、事業に潜むリスクを表示
結果に応じた施策をナビゲート

＜総合結果＞
• 4つのステージのうち、どちらに該当するのかを表示します。
• ステージに合わせたおすすめの窓口をご案内します。
→ 「測る」ステージの場合、CO₂排出量の見える化等に向けて
活用できる相談窓口やツールにお繋ぎします。

• 設問ごとの詳細スコアを表示します。

• 今後自社に生じうる事業リスクを表示します。
• 事例を掲載しているので、他社の取り組みもご確認いただけます。

【特徴】
✓ 無料でご利用可能！
✓ 文字入力なしで簡単操作！
✓ 結果に応じて適切な窓口・ツールをご案内！

（結果を踏まえてすぐに行動に移せます！）
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（ご参考）中小機構におけるカーボンニュートラル（CN）支援の全体像 当課所管の事業
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（ご参考）中小機構カーボンニュートラル相談窓口

中小企業・小規模事業者に向けて、カーボンニュートラルや脱炭素化に関する

無料の相談窓口を開設しています。

相談窓口の概要

• 場所：北海道本部、東北本部、関東本部、中部本部
         近畿本部、北陸本部、中国本部、 四国本部、九州本部、沖縄事務所

（対面またはオンライン）※オンラインのみの地域本部もございます。
• 費用：無料
• 申込方法：HPからお申込みください。

• 「中小機構 カーボンニュートラル」で検索！
https://www.smrj.go.jp/sme/consulting/sdgs/favgos000001to2v.html 

【特徴】
✓ 無料で何度でもご利用可能！
✓ 全国各地でご相談いただけます！
✓ 経験豊富な専門家がお悩みにお答えします！

© 2026 Organization for Small & Medium Enterprises and Regional Innovation, JAPAN

相談申込フォーム

https://www.smrj.go.jp/sme/consulting/sdgs/favgos000001to2v.html


• 燃料費が高騰しているため、省エネコスト削減への取り組みを相談したい。
• CO₂排出量の削減について､計画策定及び推進の方法を知りたい。
• 設備更新に使える補助金はどのようなものがあるか。

減らす

• CNへの具体的な取り組みとして、何から始めたら良いか教えてほしい。
• CNに関する認証にはどのようなものがあるか理解したい。
• 大手の取引先よりScope１，２の削減目標の報告要請があった。どのように対応すれば良いか。

知る

• Scope１，２のCO₂排出量を計算する手法を知りたい。
• 基準年の設定、目標値の策定はどのようにすれば良いのか。

測る

• CO₂排出量Scope3への取り組み方法､具体的な事例を知りたい。
• CFPの算定方法について教えてほしい。
• 自社製品の販売方法、PRをどのように行えばよいか。
• J-クレジットについて、具体的な内容と活用方法を知りたい。

深化する※

（ご参考）相談窓口に寄せられた相談内容

※一般的な取り組みのステップの「知る」「測る」「減らす」に加え、その先の取り組み等を独自に「深化する」に分類しています。
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